
第四期中期目標期間の終了時に見込まれる業務実績評価(案)修正箇所

項目番号 項目名 評価 修正前（第2回分科会時点） 修正後 修正内容

1 技術相談 B

■ デジタル媒体を活用した技術相談実施率は４年度目に中期計画の目標を達成
　した。
 
 

■ デジタル媒体を活用した技術相談を推進する取組として、バーチャル技術相
　談や簡易技術相談チャットボットなどを導入した。
 
■ 利用者アンケートに基づく技術相談の満足度は、毎年度96％以上の高い水準
　を維持している。
 
⇒ 相談内容や支援実績に関するデータの蓄積と分析により、技術支援から研究
　開発まで、都産技研の業務運営全体の質の向上に活用することが望まれる。

■ デジタル媒体を活用した技術相談実施率は50％に達し、中期計画目標値を達
　成する見込み。
 
 

■ デジタル媒体を活用した技術相談を推進する取組として、バーチャル技術相
　談や簡易技術相談チャットボットなどを導入した。
 
■ 利用者アンケートに基づく技術相談の満足度は、毎年度96％以上の高い水準
　を維持している。
 
⇒ 相談内容や支援実績に関するデータの蓄積と分析により、技術支援から研究
　開発まで、都産技研の業務運営全体の質の向上に活用することが望まれる。

適切な文言への修正

19
危機管理対策、
社会的責任

B

■ 災害対策や化学物質等規制物質の管理に加え、テレワークに対応した情報セ
　キュリティや安全保障輸出管理などの新たな課題に対しても、適切に対応して
　いる。
 
■ エネルギー消費を毎年度低減させており、また、太陽光発電設備や電気自動
　車用急速充電設備を整備するなど、環境負荷の低減に配慮した業務運営を行っ
　ている。
 
⇒ 公設試としての信頼を維持するため、災害時対応や情報セキュリティを始め
　とする危機管理対策に力を入れるとともに、環境に配慮した業務運営を推進さ
　れることを望む。

■ 災害対策や化学物質等規制物質の管理に加え、テレワークに対応した情報セ
　キュリティや安全保障輸出管理などの新たな課題に対しても、適切に対応して
　いる。
 
■ エネルギー消費の低減に着実に取り組み、また、太陽光発電設備や電気自動
　車用急速充電設備を整備するなど、環境負荷の低減に配慮した業務運営を行っ
　ている。
 
⇒ 公設試としての信頼を維持するため、災害時対応や情報セキュリティを始め
　とする危機管理対策に力を入れるとともに、環境に配慮した業務運営を推進さ
　れることを望む。

文言修正

（正確には、経済産業省から５年間平
均のエネルギー消費量を毎年度低減し
ていると評価されました。）

資料２－３


